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７．起業教育に関するお知らせ

　大阪商業大学における起業教育は起業家育成を目標とするものではなく、
アントレプレナーシップの涵養と起業家的な資質・能力の育成を主たる目標
としています。必ずしも経営者を育てる起業家を育成する教育ではなく、そ
のような資質と能力を持った人物を育てる教育と位置づけています。
　起業教育に関する情報交換の場として2003年２月に「起業教育研究会」が
発足しました。商業科、工業科、普通科など学科系統の枠を超えて年１回の
ペースで「起業教育研究会」を開催しています。
　また、高校生を対象とした新しい商品やサービスのアイディアを募集する

「全国高等学校ビジネスアイディア甲子園」を実施しています。この起業教
育の取組みは、平成16年度に文部科学省の「特色ある大学教育推進プログラ
ム（特色GP）」、平成20年度には、「実践教育による社会的問題解決能力の養
成―フィールドワークを活用したプロジェクト型演習の導入―」というテー
マで「質の高い大学教育推進プログラム（教育GP）」に採択されています。

起業教育研究会のご案内
　起業教育研究会には、全国の小学校、中学校、高等学校の様々な学科の様々 
な教科を専門とする先生方に参加していただいています。具体的には企業家 
の講演や起業教育に関する実践報告、ワークショップなどのプログラムを実 
施しています。
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に挑戦の４年目」となっており、この章立てがとてもわかりやすい。それぞ
れの章の内容は、そのタイトルどおりで、入社１～３年目で学ぶことや学ぶ
べきこと、４年目で挑戦すべきこととなっている。この章立ての中で、１～
３年で各33個、４年目で５個、合計104個の「コンサル思考とお作法」を紹
介している。１つの思考やお作法は、ビジネスシーンでの例を交えながら、
対立構造で説明されている。この対立構造での説明が本書の特徴である。
　ずっとコンサルティング会社に勤務していたわけではなく、事業企業に勤
務していた経験があるのが著者の強みで、この本で取り上げられる事例を身
近なものとして理解しやすく、なるほどと感心させる説得力につながってい
る。また、対立構造での説明は、一部わかりにくいものもあるが、総じて内
容理解を助けてくれる。両極端を示すことで、どちらがビジネス的に、コン
サルタント的に正しいかが明確になっている。さらに、著者も自ら指摘して
いるとおり、「コンサルタント的な」と銘打っているが、コンサルティング
会社に限らず、事業企業においても通用する思考やお作法ばかりである。私
自身の経験と重ねつつ、「そうそう、わかるわかる！」と共感したり、「しまっ
た、そうとらえるべきだったか」と反省したり、「その考え方で良かったん
だよね？」と勇気づけられたりしながら読み進めることができた。
　大学には企業で即戦力となるような人材の育成が望まれる昨今、大学では
グループ協業ができる能力や課題解決力を学生に身につけさせようと様々な
取り組みがなされている。もちろん、それらの能力の涵養も重要であるが、
その手前の部分、物事のとらえ方や考え方をビジネスパーソンとしてのもの
に修正することも学生に伝え、教えることができれば良いなと感じていた。
そんなニーズに示唆を与えてくれるのが本書である。本書の第1章にあたる

「叱咤激励の１年目」は、文系学部であれば演習（ゼミナール）を受講して
いる間にぜひ読んでおいてほしい。または、就職活動中より、内定を取って、
入社承諾後に、事前研修の一環として本書を読むことをお勧めする。当然、
学生だけでない。就職後数年も経っていないビジネスパーソンは、ぜひ読む
べきであろう。特に、努力のわりに、仕事が終わらなかったり、評価されな
かったりする人は、就業年数によらず、本書から得るものがあると断言でき
る。私ももう少し早く本書に巡り合うことができれば、と思わずにはおれな
い書籍である。

起業教育研究会　企画委員
大阪商業大学　准教授

北室　康一
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　　■起業教育ワークショップ
　　　第１分科会　「全国高等学校ビジネスアイディア甲子園の活用」
　　　　　　　　　　大阪商業大学　准教授　柴田 孝

　　　第２分科会　「生成AIを活用したビジネス探求プログラム」
　　　　　　　　　�講義「生成AIの基礎知識」＋ワークショップ「生成AI

を使ってみよう」
　　　　　　　　　　早稲田大阪高等学校　教諭　米田 謙三 氏

起業教育に関する高大連携
　全国高等学校ビジネスアイディア甲子園についての出張講義を行っていま
す。出張講義では、「全国高等学校ビジネスアイディア甲子園活用ガイド」
を用いながら、過年度の入賞作品を用いた説明や、アイディアの種を考える
発想法の紹介、ワークシートを用いたミニワークショップなどを行います。

　出張講義
 令和６年度
出張講義
　５月１日・８日・20日・29日・６月３日・17日
　７月１日・９月９日・11月11日・１月17日
　　　　　　大阪緑涼高等学校（全10回）
　　　　　　全国高等学校ビジネスアイディア甲子園セミナー等
　６月20日　和歌山県立和歌山高等学校
　　　　　　全国高等学校ビジネスアイディア甲子園セミナー

 令和５年度
出張講義
　５月８日　大阪緑涼高等学校
　５月22日　全国高等学校ビジネスアイディア
　６月５日　甲子園セミナー（４回）
　６月19日
　６月１日　加古川南高等学校
　　　　　　全国高等学校ビジネスアイディア甲子園セミナー
　６月15日　専修学校 クラーク高等学院天王寺校
　　　　　　起業教育ビジネスプラン（学外コンペ応募）へのアドバイス

第29回起業教育研究会
　日　時：令和７年８月９日（土）10：00 ～ 15：40（予定）
　テーマ：主体的・対話的で深い学びの進展と新しいテクノロジーの活用
　対　象：全国の高等学校、中学校、小学校の教職員、教育委員会等の関係者
　定　員：60名／参加費：無料
　会　場：大阪商業大学　ユニバーシティコモンズ・リアクト３階
　　　　　〒577-8505　大阪府東大阪市御厨栄町４−１−10
　プログラム：（予定）
　　■特別講演
　　　企業におけるDX化の推進について
　　　�～ ERPを通じた企業内プロセスの清流化および地域と連携したサス

テナブルな事例の紹介～
　　　　SAPジャパン株式会社　シニアインダストリーアドバイザー
　　　　（官公庁/自治体/大学担当）　浅井 一磨 氏

　　■高校における実践報告
　　　①三重県立 松阪工業高等学校
　　　　�「自己調整学習」を効果的に組み込み、充実感のある「自己決定」

を促進する教育

　　　②岐阜県立 大垣商業高等学校
　　　　�「JPコーチ＆コンサルティング株式会社　キャリア教育事業『未来

留学』での取組」

起業教育研究会に関する最新の
情報は、本学webサイトでご確
認いただけます。
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　　表　　彰：グランプリ　　教育奨学金10万円、記念品
　　　　　　　準グランプリ　教育奨学金５万円、記念品
　　　　　　　審査員特別賞　教育奨学金１万円、記念品
　　　　　　　学校賞　　　　図書カード２万円分 
　　主　　催：大阪商業大学、毎日新聞社
　　後援（予定）：経済産業省、大阪府、大阪府教育委員会、東大阪市、
　　　　　東大阪市教育委員会、全国商業高等学校協会、東大阪商工会議所

◆第23回大商大ビジネス・アイディアコンテスト
　ファイナルプレゼンテーション＆表彰式

　大商大ビジネス・アイディアコ
ンテストでは、学生たちが新しい
商品やサービスのアイディアを応
募し、ファースト・ステージ（書
類審査）・セミファイナル・ステー
ジ（口頭発表審査）を通過した
ファイナリストによる公開プレゼ
ンテーションを行い、入賞者を決
定します。

■お問い合わせ
　起業教育に関するイベント等のお問い合わせは下記までご連絡ください。

　大阪商業大学　総合交流センター（総合交流支援課）
　　〒577-8505　大阪府東大阪市御厨栄町4-1-10
　　TEL 06-6785-6286　FAX 06-6785-6133
　　E-mail: react@oucow.daishodai.ac.jp

　６月28日　大阪府立鶴見商業高等学校
　　　　　　全国高等学校ビジネスアイディア甲子園セミナー

 令和４年度
出張講義
　６月16日　島根県立隠岐高等学校

全国高等学校ビジネスアイディア
甲子園セミナー（Zoom）

 令和３年度
出張講義
　10月22日　京都府立南丹高等学校

全国高等学校ビジネスアイディア
甲子園セミナー

イベント開催のご案内
◆第24回　全国高等学校ビジネスアイディア甲子園
　全国の高校生を対象に新しい商品やサービ
スに関するアイディアを募集するコンテスト
です。
　第23回（2024年度）は137校の高等学校か
ら6,305件もの応募があり、12月７日（土）に
最終審査を開催し、グランプリ１件、準グラ
ンプリ２件、審査員特別賞４件、優秀なアイディアを多く応募した15校に学
校賞が表彰されました。

　募集内容について
　　募集テーマ：自由な発想で考えられた独自のビジネスアイディア
　　応募資格：全国の高校生（グループでの応募可）
　　応募期間：2025年８月25日（月）～ 2025年９月18日（木）
　　表 彰 式：2025年12月13日（土）




